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特集変わりつつある海

伊豆諸島八丈島におけるテングサの磯焼け

高 瀬 智 洋 1* 田 中 優 平 2黒 川 信 3野原精一4
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1. はじめに

沿岸漁業を支えてきた藻場が，今急速に日本の沿岸か

ら消えつつある。全国各地に存在する藻場の総面積は

201，212 haで， 6，403 haの藻場が 1978年以降に消滅し

た(自然環境保全基礎調査(環境省): http://www. 

biodic.go伊/kiso/fndJhtml)。東京から南に約 300km

に位置する伊豆諸島の一つで，黒潮の影響を受ける八丈

島は，自然豊かな温暖な海域である(図 1)が，八丈島

でも例外でなく「変わりつつある海」の姿が明らかにな

ってきた。主な海藻類の漁業資源はテングサで，多い年

には 600トンもの漁獲量があり，伊豆諸島の中でも主

要な産地であった。しかし，近年，漁獲量は激減し， 1 

トン未満にまで落ち込んでいる(図 2)0 1，2) 

そこで東京都では， 2004年に産学公連携による東京
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図 1 八丈島の位置と黒潮

都水産海洋研究推進プロジェ クトチームを発足し， 1"漁

場の荒廃 ・海の異変対策」として，テングサ藻場の変化

とその要因の把握，および衰退の原因解明に取り組んだ

きた。本稿では，その事実を記録するとともに，プロジ

ェクトチームの取り組みについて紹介する。

2. 八丈島におけるマクサの着生量の推移

・八丈島で漁獲されるテングサは主にマクサ Gelidium

elegansである。このマクサを対象に東京都島しょ農林

水産総合センターが，八丈島の各地点で行っている枠取

り調査のデータがある(図 3)。従来の漁獲量ではなく，

天然資源量の推定値として利用できるこのデータから，

1970年代後半に着生量が比較的低い年代があることが

わかる。この噴，全国を対象に水産庁が行った磯焼けア

ンケートに対して，東京都は 1975年より八丈島でテン

グサの磯焼けが生じていると回答している。3)その後，

1980年代に着生量は大幅に増加し，磯焼けから回復す

るが(図 4)，1990年代に再び 1970年代後半と同水準

まで着生量が低下し，磯焼けが懸念され始める。そし
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図2 八丈島におけるテングサ漁獲量の推移
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図3 八丈島におけるマクサ着生量の推移

図4 1984年の枠取り調査風景(八丈島大賀郷前崎)

図5 2004年の枠取り調査風景(八丈島大賀郷前崎)

て，近年は回復することなく，過去の磯焼けよりも更に

低い水準にまで着生量が減少している(図 5)。

3. 八丈島におけるマクサの生長と沿岸海洋環境

伊豆半島 ・伊豆諸島では，テングサの表退には，黒潮

蛇行による沿岸海洋環境の変化が影響すると言われてい

る。4，5)これは，黒潮流路およびその南側 (黒潮外側域)
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図6 マクサ着生量および沿岸水湿の動向

が， 北側 (黒潮内側域)よりも高水温 ・低栄養海況であ

り，固着性かつ独立栄養生物である海藻では，この黒潮

の蛇行による沿岸海洋環境の変化をまともに受けると考

えられるからである。ただし，栄養塩に関しては，八丈

島近海で実際に測定を行ったという研究報告は非常に少

ない。そのため，水温のみで説明しようとすると，しば

しば誤解を招くことがある。事実，八丈島におけるテン

グサの生育には， 2~4 月に平均水温が 18
0

C 以下である

ことが望ましいとしているが 6)生理的には生長は 250C

までは高い方がよいという報告7)と矛盾する。そこで，

プロジェクトチームでは，八丈島における栄養塩濃度と

マクサの生長を改めて調べたところ，黒潮蛇行により，

八丈島が黒潮の北側に位置した際に，水温は低めになる

が比較的高栄養環境になること，また，マクサの生長期

は 2~5 月で，この時期に，上記の海況であれば，良い

生長をすることを再確認した。8)

4. マクサの着生量と沿岸海況の経年変化

改めて八丈島のマクサの生長には，黒潮の蛇行によっ

てもたらされる低水温 ・高栄養の海況が適していること

が示唆された。そこで，八丈島の過去 36年分の定地水

温データからマクサの生長期にあたる 2~5 月の平均水

温の動向をみると，近年はこれまでにない高めの水温つ

まり低栄養環境が継続していることがわかった(図的。

これは，マクサ着生量の動向と相反し，両者には明瞭な

負の相関関係 (r=0.91)が得られている(高瀬ら，未

発表)。近年のマクサ着生量の減少の主な要因と言える

だろう。

黒潮については， 1990年代初めまでは，大蛇行が頻

繁に発生していたが，それ以降は 2004 年 7 月 ~2005

年 8月を除き，非大蛇行の状態が続いている(黒潮の

数か月から十年規模の変動(気象庁): http://www.data. 

kishou.go.jp / shindan /b_2 /kuroshio_stream/kuroshio_ 

stream.html)。八丈島は，黒潮大蛇行が終息する際，低

水温 ・高栄養の黒潮内側域の海況に覆われることが多

い。一方，非大蛇行の状態では，高水温 ・低栄養の黒潮
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外側域の海況が続きやすい。黒潮におけるこのような長

期的傾向が，近年の八丈島における沿岸環境，如いては

深刻なマクサ場の衰退に影響していると考えられる。

5. 陸域からの栄養塩流入との関係 :1変わりつつある

海」 への対応に向けて

八丈島の全体的なマクサ着生量の減少の中，局所的に

残存しているマクサ場があるのも事実である。これに

は，海底から湧き出ている高栄養の淡水が影響している

と考えている。それは，八丈島が年間 3000mmを超え

る日本屈指の降水地であることと，マクサが激減した

中，部分的に着生する場所では，だいたい安定した海底

湧水の存在が確認できるということが背景にある。

近年，生態系に流れ込む栄養の供給源を推定するため

の天然標識として，安定同位体比が有効に利用されてい

る。例えば，藻類の窒素安定同位体比 (δ15N) は，陸

域からの窒素供給の有無といった地域特性を反映して大

きく変動するという。乳10)そこで，局所的に残存するマ

クサ場と磯焼け著しい場所というように，複数の地点か

ら藻体を採集し δ15N値を調べた。

これまでの分析結果から，特にマクサが残存している

海域から採集した藻体では，そうでない海域と統計的に

有意に異なる δ15N値を示す結果が得られている。これ

は，現在マクサが残存している海域では，外洋起源以外

の窒素栄養，つまり陸域起源と推定される窒素が流れ込

み，繁茂に好適な環境が維持されているものと考えられ

る。ただし，このような海域は，八丈島全体でみれば，

ごく一部である。しかし，局所的なマクサ場をパッチと

し，その集まりをメタ個体群とすれば，このような磯焼

け時に栄養豊富な湧水付近に残存したと考えられたパッ

チの中には，種藻場として働いている可能性もあり，個

体群の回復にと って重要なものとなってくる。こうした

知見は，適正な保護区の設置などの科学的根拠となり，

「変わりつつある海」への対応策を喫緊に講じる上で肝

要である。

6. 今後， 島の海はどう変化していくのか

八丈島のテングサ漁業は，黒潮の蛇行によってもたら

される自然、の恵みの享受と言える。そのため，この漁業

には，黒潮蛇行に関する予測が不可欠である。近年，

スーパーコンビュータによって精度の高い気象 ・海象予

測が可能になってきた。その中に，地球温暖化による黒

潮流速の増加を予測し 11)黒潮大蛇行の発生頻度にも影

響を及ぼす可能性を示唆した報告がある(地球温暖化に

よる黒潮流速の増加を予測(地球環境フロンティア研究

センター): http://www.jamstec.go.jp/frsgc/jp/press/ 

050721/ index.html)。また，現在の大蛇行の発生頻度の

減少に対しても，温暖化の影響が暖かれている。温暖化

による 100年後の海水温上昇は 1.4
0

C (気象庁)や 2.9

OC (IPCC) とされ，これに基づく藻場への影響は現状

維持か低下する予測がされている。12)これらの報告は，

八丈島のテングサ漁業において，悲観的にならざるを得

ない。しかし，地球温暖化に関しては世界を挙げて対策

に取り組まれており，結果次第では，以前の海に近づく

可能性はある。ただし，その時，再びテングサ漁業が行

えるかは，この島で出来得る対策が行われ，種藻場が残

っていることが前提であることは言うまでもない。
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